
 

 

 

平成 24 年 10 月 26 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ボ ル テ ー ジ

代表者名 代表取締役社長     津 谷 祐 司

（ コ ー ド 番 号 ： 3639  東 証 第 一 部 ）

問合せ先 執行役員管理本部長  佐 藤 裕 樹

      （ T E L . 0 3 - 5 4 7 5 - 8 1 6 0 ）

 

連結決算開始及び連結業績予想、並びに個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年６月期第１四半期からの連結決算開始と平成 25 年６月期の連結業績予想、並

びに最近の業績動向等を踏まえた平成 25 年６月期の個別業績予想の修正につきまして、下記の通

りお知らせいたします。 

記 

１．連結決算開始について 

当社は、平成 24 年５月に米国子会社「Voltage Entertainment USA, Inc.」を設立し、オフィ

ス・ＩＴ環境の構築、社員採用等、会社基盤の整備に注力してまいりました。今般、コンテンツ

制作環境が整い本格稼働を開始するため、平成 25 年６月期第１四半期から連結決算に移行いた

します。 

 

２．連結業績予想について 

平成 25 年６月期の連結業績予想数値につきましては、世界的なスマートフォン普及の急伸に

伴い、特に北米のモバイルコンテンツ市場が大きく変化しており、当社米国子会社の業績予想

数値を合理的に算定することが困難な状況であることから未定としております。 

 

３．個別業績予想の修正について 

平成 25 年６月期第２四半期累計期間 (平成 24 年７月１日～平成 24 年 12 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回予想 (Ａ) 4,420 330 329 203 40 円 89 銭

今回修正 (Ｂ) 4,500 20 19 10 2 円 17 銭

増 減 額(Ｂ-Ａ) 80 △310 △309 △192 

増 減 率(％) 1.8 △93.9 △94.0 △94.7 

(ご参考) 

前期第２四半期実績 
(平成 24 年６月期 
第２四半期(累計)) 

3,745 321 321 187 38 円 06 銭

 

平成 25 年６月期通期 (平成 24 年７月１日～平成 25 年６月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想(Ａ) 9,600 1,000 998 618 124 円 33 銭

今回修正(Ｂ) 9,800 1,000 998 618 123 円 97 銭

増 減 額(Ｂ-Ａ) 200 － － － 

増 減 率(％) 2.1 － － － 

(ご参考)前期実績 
(平成 24 年６月期) 

8,066 857 859 511 103 円 38 銭

（注）上記の１株当たり四半期純利益及び１株当たり当期純利益については、平成 24 年 10 月 26 日現在における発行済

株式総数（4,987,745 株）を基に算出しております。 

 

(単位：百万円)

(単位：百万円)



 

 

 

４．個別業績予想の修正理由について 

第１四半期の業績は、本日公表の「平成 25 年６月期 第１四半期決算短信」の通り、特にキ

ャリア公式サイト、スマートフォンアプリが順調に推移し、売上高は会社計画をやや上回りま

した。営業損失は計画通りであり、売上高の増加により、会社計画に比べ損失幅を縮小するこ

とができました。 

 

今後の業績予想ですが、期初計画立案後の３ヶ月で、スマートフォン普及の急伸、新プラッ

トフォームの出現、各社の海外展開の加速等、事業環境に大きな変化が起きています。その中

で、当社「恋ゲーム」シリーズは、国内外のプラットフォームでランキング上位に入る等、一

定の成果を上げています。 

 

当社は、この環境変化を、「恋ゲーム」の国内普及と海外展開を一層深める好機と捉え、製

作販売力を一段高めるべく大幅増員を行うことを決定いたしました。従業員数で、期初計画約

100 人採用（期末従業員数で前期比 1.3 倍）を、今回計画約 180 人採用（同 1.6 倍）としてお

ります。これに合わせ、11 月にシステム開発拠点として「システム本部・名古屋スタジオ」

を開設、第３四半期に本社オフィス増床を行います。また、好調なテレビ CM による集客を第

２四半期に一部前倒しで行います。 

 

以上の結果、中期的には売上高の一段の上昇を予想しておりますが、第２四半期累計期間に

おいては、人件費、広告宣伝費の増加等で大幅な経費増となるため、営業利益、経常利益及び

四半期純利益は前回予想を下回る見込みです。通期においては、売上高は先行投資の効果が表

れ始めるため前回予想を上回り、営業利益は売上の上昇分が経費の上昇分を吸収すると予想し、

据え置きとしております。 

 

 

※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々

な不確定要素により、実際の業績と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

以 上 


